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県
西
部
の
江
の
川
が
豪
雨

で
氾
濫
（
７
月
１
４
日
）
し
、

２
年
前
の
西
日
本
豪
雨
の
と

き
と
同
じ
地
域
が
浸
水
し
た

問
題
で
、
日
本
共
産
党
県
委

員
会
と
大
平
よ
し
の
ぶ
前
衆

院
議
員
は
１
２
日
、
広
島
市

の
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整

備
局
を
訪
れ
、
堤
防
整
備
な

ど
早
期
の
治
水
対
策
を
求
め

ま
し
た
。
（
２
面
関
連
） 

尾
村
利
成
、
大
国
陽
介
の

両
県
議
、
森
川
佳
英
、
多
田

伸
治
の
両
江
津
市
議
、
川
本

町
の
山
口
節
雄
前
町
議
、
向

瀬
慎
一
西
部
地
区
委
員
長
が

参
加
。
大
平
氏
と
被
災
地
を

訪
れ
た
際
に
寄
せ
ら
れ
た
要

望
な
ど
を
届
け
ま
し
た
。
要

請
で
は
、
▽
国
の
防
災
・
減

災
事
業
予
算
の
増
額
▽
江
の

川
下
流
の
島
根
県
内
で
１

５
％
に
と
ど
ま
る
堤
防
整
備

率
（
上
流
の
広
島
県
は
６

９
％
）
の
整
備
推
進
や
水
防

事
業
の
予
算
増
額
▽
同
一
地

2020年 

 

 

 

が
政
治
的
に
つ
く
り
、
歴
史
的
に
押

し
付
け
て
き
た
も
の
。
『
つ
く
ら
れ

た
』
も
の
だ
か
ら
『
変
え
ら
れ
ま
す
』」

▼
１
６
日
、
党
女
性
後
援
会
が
開
い

た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
で
党
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
委
員
会
事
務
局
長
の
坂
井

希
さ
ん
の
話
に
学
ば
さ
れ
た
。
私
た

ち
の
中
に
あ
る
「
男
（
女
）
は
こ
う

あ
る
べ
き
」
と
い
う
意
識
を
乗
り
越

え
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
。
そ
し
て
日
本
が
い
か
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
後
進
国
な
の
か
と
い
う
現
状
も

…

▼
と
り
わ
け
深
刻
な
の
が
「
政
治
」

だ
。
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
は
「
政
治
」
分
野
で
は
世
界
１

５
３
カ
国
中
１
４
４
位
。
坂
井
さ
ん

が
紹
介
し
た
国
際
会
議
の
写
真
で
は

相
手
（
Ｅ
Ｕ
）
側
は
女
性
が
多
い
の

に
、
日
本
側
は
男
性
ば
か
り
。
昨
年

の
参
院
選
前
の
党
首
討
論
会
で
選
択

的
夫
婦
別
姓
の
導
入
に
、
他
の
党
首

全
員
が
「
賛
成
」
の
挙
手
を
す
る
間

で
、
独
り
手
を
上
げ
な
い
安
倍
首
相
。

あ
き
れ
る
ば
か
り
だ
▼
他
国
で
は
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
政
府
が
努
力
し

て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
企
業
が
男
女
賃
金
格
差
の
指
標

を
把
握
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、
是

正
に
と
り
く
ま
な
い
企
業
に
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
を
科
し
て
効
果
を
発
揮
。
イ

タ
リ
ア
で
は
女
性
た
ち
が
「
私
た
ち

に
発
言
権
を
」
と
書
い
た
マ
ス
ク
を

着
け
た
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
一
斉
に
投

稿
。
そ
の
１
０
日
後
に
政
府
は
、
男

性
ば
か
り
だ
っ
た
コ
ロ
ナ
対
策
の
作

業
部
会
に
女
性
を
加
え
た
▼
生
き
づ

ら
さ
、
差
別
・
分
断
を
乗
り
越
え
、

誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
へ
、
こ
れ
か

ら
も
学
び
全
力
で
と
り
く
み
た
い
。

何
よ
り
、
閣
僚
か
ら
も
セ
ク
ハ
ラ
発

言
が
飛
び
出
す
よ
う
な
政
権
を
一
日

も
早
く
変
え
て
い
き
た
い
。 

（
後
） 

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
、
男
性

に
も
、
女
性
に
も
、
す
べ
て
の

人
に
関
わ
る
問
題
で
す
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
は
時
々
の
支
配
階
級
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域
内
の
移
転
な
ど
に
水
防
事

業
と
同
等
の
補
償
▽
支
流
堤

防
整
備
と
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ

ー
対
策
、
内
水
排
除
の
た
め

の
ポ
ン
プ
の
常
設
化
を
求
め

ま
し
た
。
一
行
は
「
何
度
も

水
に
浸
か
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
地
域
も
ま
ち
も
壊
れ
る
」

な
ど
と
訴
え
。
大
平
氏
は
川

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収

入
が
３
割
以
上
減
っ
た
国
保

加
入
世
帯
に
対
す
る
保
険
料

の
減
免
申
請
が
極
め
て
少
な

い
問
題
で
、
日
本
共
産
党
県

議
団
は
７
日
、
県
に
対
し
、

国
保
や
国
民
年
金
や
介
護
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
な
ど

の
保
険
料
・
税
の
減
免
制
度

の
周
知
徹
底
、
県
民
生
活
を

守
る
緊
急
対
策
を
進
め
る
よ

う
要
請
し
ま
し
た
。
７
回
目

の
申
し
入
れ
。 

国
保
加
入
世
帯
に
対
す
る

申し入れる参加者（１２日、広島市・中国地方整備局） 

日
本
に
よ
る
侵
略
戦

争
と
植
民
地
支
配
の
終

結
か
ら
７
５
年
を
迎
え

た
１
５
日
、
日
本
共
産

党
の
尾
村
利
成
県
議
、

岩
田
剛
東
部
地
区
委
員

長
、
松
江
市
議
団
、
来

春
の
市
議
選
に
挑
む
舟

木
け
ん
じ
、
た
ち
ば
な

ふ
み
両
市
議
予
定
候
補

は
市
内
の
大
型
商
業
施

設
前
で
「
不
戦
の
誓
い
」

の
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。（
写
真
） 

尾
村
県
議
は
、
日
本

政
府
が
過
去
の
侵
略
戦

争
と
植
民
地
支
配
の
過

ち
と
向
き
合
い
、
真
剣

に
反
省
す
る
立
場
に
立

つ
こ
と
が
重
要
だ
と
指

摘
し
、「
侵
略
戦
争
に
命

が
け
で
反
対
を
貫
い
て

き
た
党
と
し
て
憲
法
９

条
を
守
り
生
か
し
、
平

和
な
日
本
を
子
ど
も
た

ち
に
手
渡
す
た
め
に
全

力
を
尽
く
す
」
と
訴
え
。 

橘
祥
朗
、
吉
儀
敬
子
、

田
中
は
じ
め
の
各
市
議

は
コ
ロ
ナ
危
機
の
も
と

安
倍
政
権
が
Ｆ
３
５
戦

闘
機
な
ど
兵
器
を
爆
買

い
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
批
判
。「
戦
争
に

つ
な
が
る
軍
事
費
を
削

っ
て
コ
ロ
ナ
対
策
に
」

な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。 

底
の
早
急
な
掘
削
を
求
め
、

尾
村
県
議
は
「
住
民
に
情
報

提
供
し
、
意
見
を
聞
き
、
双

方
向
で
の
治
水
対
策
を
」
と

求
め
ま
し
た
。 

担
当
者
は
「
予
算
の
確
保

を
求
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
高

め
て
取
り
組
む
」
と
述
べ
ま

し
た
。 

保
険
料
の
減
免
申
請
（
７
月

末
時
点
）
は
、
松
江
市
で
２

万
３
４
３
０
世
帯
中
２
０
０

件
（
申
請
率
０
・
８
５
％
）、

出
雲
市
で
１
万
９
６
８
１
世

帯
中
４
６
件
（
申
請
率
０
・

２
３
％
）
で
す
。 

尾
村
利
成
、
大
国
陽
介
の

両
県
議
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
収
入
が
減
っ
た
世
帯
を
対

象
に
し
た
生
活
福
祉
資
金

（
緊
急
小
口
資
金
な
ど
）
の

特
例
貸
し
付
け
の
申
請
が
県

全
体
で
約
２
５
０
０
件
（
７

た
め
、
島
外
の
人
も
対
象
に
」

と
求
め
ま
し
た
。
隠
岐
の
島

町
の
池
田
高
世
偉
町
長
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
つ
い
て

「
宿
泊
業
を
中
心
に
し
た
対

応
が
必
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

副
町
長
は
コ
ロ
ナ
問
題
で

「
現
場
の
課
題
は
病
院
が
あ

る
島
と
、
な
い
島
で
も
違
い
、

千
差
万
別
。
地
域
の
要
望
を

真
に
受
け
取
り
、
現
場
に
任

せ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
西
ノ
島
町
の
升
谷
健
町

長
は
、
２
０
１
７
年
施
行
の

有
人
国
境
離
島
法
で
始
ま
っ

た
航
路
と
航
空
路
の
運
賃
助

成
が
島
民
に
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
ふ
れ
、
「（
島
外
を
含

む
）
全
員
が
対
象
と
思
っ
て

い
た
。
交
流
人
口
を
増
や
す

日
本
共
産
党
の
大
平
よ
し

の
ぶ
前
衆
院
議
員
は
２
０
、

２
１
の
両
日
、
隠
岐
諸
島
の

全
４
町
村
を
訪
れ
、
首
長
ら

と
懇
談
し
ま
し
た
。 

知
夫
村
の
平
木
伴
佳
村
長

は
「
人
口
は
４
年
間
で
４
０

人
増
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も

が
昨
年
９
人
、
そ
の
前
年
も

９
人
生
ま
れ
、
保
育
所
を
建

設
中
で
す
。
就
学
前
の
児
童

は
３
６
人
い
ま
す
」
と
語
り

ま
し
た
。
海
士
町
の
吉
元
操

月
末
時
点
）
だ
と
指
摘
。「
貸

し
付
け
の
多
く
は
国
保
加
入

世
帯
の
自
営
業
者
、
非
正
規

労
働
者
で
あ
る
の
に
、
国
保

の
減
免
申
請
が
少
な
い
の
は

制
度
が
十
分
に
周
知
徹
底
さ

れ
て
い
な
い
か
ら
だ
」
と
述

べ
ま
し
た
。 

小
村
浩
二
健
康
福
祉
部
長

は
「
庁
内
各
課
や
部
局
間
で

の
連
携
に
も
努
め
る
。
市
町

村
と
の
情
報
提
供
や
情
報
共

有
を
強
め
、
連
携
し
て
い
き

た
い
」
と
応
じ
ま
し
た
。 

松
江
市
の
橘
祥
朗
、
田
中

は
じ
め
両
市
議
、
舟
木
け
ん

じ
市
議
予
定
候
補
が
同
席
し

ま
し
た
。 


